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    ・t分布 

  定義 

   確率変数 Xと Yは互いに独立であり、 )(~),1,0(~ 2
kYNX χ  

   とするとき、 

   
Y

Xk
t = に従う分布を自由度 kの t分布と言い、t(k)で表す。 

 

 

統計的統計的統計的統計的推定推定推定推定    

FXXX
n

~:,,2,1 ⊥L (母平均 µ ,母分散 2σ ) 

における, 2,σµ を求めることを推定という。 

 

・推定量…推定に用いる統計量 

 例) 2, sX  

 また、 22 120,1230 == sX という数値を推定値と言う。 

 

推定� 点推定・・・未知パラメータを１つの数値で推定すること。

区間推定・・・未知パラメータを一定の確率を含む区間で囲むこと。
� 

 

 信頼区間 

 

・点推定 

定義 

 θ̂はθの不偏推定量 θθ =⇔ )ˆ(E  

 推定対象を言い当てているその値 

  成り立つ定理は以下の通り 

・ FXXX
n
~:,,, 21 ⊥L のもとで 

 22 )(,)( σµ == sEXE なので X は µの、 2
s は 2σ の不偏推定量である。 

 



ここで、おさらいすべきことがあります。 

おさらい 

 FXXX
n
~:,,, 21 ⊥L のもとで

n
XVXE

2

)(,)(
σ

µ == であるから 

 ∞→n とすると、 0)( =XV となる。 

 

     これを数学的に正確にのべたものが、大数定理である。 

・大数定理 

 FXXX
n

~:,,, 21 ⊥L (母平均 µ ,母分散 2σ )のとき、 

 任意のεについて次式が成立する。 
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